
シンガポールの面積は東京23区とほぼ同じ大きさ。地方自治体は存在しませんが、社会開発協議

会と呼ばれる5つの区域に分かれています。サンスクリット語で「ライオン(shimha)の街

(pura)」を意味する「シンガプーラ」がシンガポールの名前の由来と言われ、Lion Cityの愛称で

親しまれています。多種多様な文化と人種が巧みに融合した、活気溢れる独自の文化が特長です。

平均気温 7月 8月

最高気温 30℃ 30℃

最低気温 25℃ 25℃

※写真はすべてイメージです。

英語に自信がないのですが大丈夫ですか？

インターネットの環境はどうなっていますか？

寮の緊急体制はどうなっていますか？

洗濯はどうしたらよいですか？

貴重品の管理はどうしたらいいですか？

食事はどのようなものですか？滞在先はどのような施設ですか？

滞在施設は学生寮またはコミュニティセンターを予定しており、宿

泊部屋は男女別で1部屋最大12名（プログラムにより異なる）で利

用します。シャワーやトイレは男女別の共用となりますので、みん

なが気持ちよく使えるように、清潔に利用しましょう。

基本的に三食ともに寮の食堂やケータリングで食べます。市内観光

に出る際には、お金やバウチャーが支給され、フードコートで好き

なものを選ぶことができます。中華系やインド系、マレー系のお料

理など様々な料理を楽しむことができます。

一部の寮施設にはコインランドリー（有料）がありますが、利用時間

や台数に限りがあり、基本的にプログラム中に洗濯を行うことはでき

ません。そのため、洋服は滞在日数分をご準備ください。小物類を手

洗いする場合は、洗剤やハンガー等をご持参のうえ部屋干ししてくだ

さい。どうしても洗濯が必要な場合は添乗員にご相談ください。

日本人だけの特別クラスです。日本の学校の授業とは異なり、ス

ピーキングやプレゼンテーションなどアウトプットの機会が多いの

で、初めは難しく感じるかもしれませんが、大切なのは学びたいと

いう気持ちと積極性です。

施設内では無料Wi-Fiが利用可能ですが、長時間インターネットは使

用せず、クラスメイトとの交流を楽しみましょう。

添乗員も同じ寮/施設に滞在するため、緊急時にも安心です。常にそ

ばにいるので、困ったことやわからないことがあれば、いつでも気

軽に相談してください。

飛行機で移動中は参加者自身で管理をします。寮/施設到着後は、

パスポート・余分なお金は、スーツケースに入れて鍵をかけて部屋

に置いておくようにしましょう。クラスルームに携帯電話などの貴

重品を置いたままにしないように気をつけましょう。

マーライオンなど有名な場所に行ってみたかった 短期間でいろんな経験ができると思った

色々な文化が混ざっていて面白そうだった 社会の先生にシンガポールの面白さを教わった

60

シンガポール寮滞在プログラムについて


	SIN
	スライド 60


